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松田　素二　教授
略歴

 1955年4月 広島県にて出生

 1979年3月 京都大学文学部卒業

 1979年4月 京都大学大学院文学研究科修士課程社会学専攻入学

 1979年10月 ケニア国立ナイロビ大学大学院留学

 1983年3月 京都大学大学院文学研究科修士課程社会学専攻修了

 1983年4月 京都大学大学院文学研究科博士後期課程社会学専攻進学

 1984年3月 　同上　中途退学

 1984年4月 大阪市立大学文学部助手

 1987年4月 　同上　講師

 1991年4月 　同上　助教授

 1993年4月 京都大学文学部助教授

 2002年4月 京都大学大学院文学研究科教授

 〈おもな学会活動〉

   日本アフリカ学会（理事、評議員）、日本文化人類学会（会長・評議員）、関西

社会学会（理事）、ナイルエチオピア学会（運営幹事、評議員）

 〈受賞歴〉

   第14回NIRA東畑精一記念賞、第28回大同生命地域研究奨励賞、第7回日本文化人

類学会賞
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松田　素二　教授
著 作 目 録

編・著書
１　  1996 年２月　  『都市を飼い慣らす―アフリカの都市人類学』河出書房新社、290

ページ
２　  1997 年７月　  『新書アフリカ史』（宮本正興と共編著）講談社現代新書、596ペー

ジ
３　  1998 年２月　  URBANISATION FROM BELOW:  Creativity and Soft 

Resistance in the Everyday life of Maragoli Migrants in Nairobi, 
Kyoto University Press、355 ページ

４　  1999 年 11 月　  『抵抗する都市－ナイロビ 移民の世界から』岩波書店、282 ページ
５　  2001 年６月　  『アフリカの都市的世界』（嶋田義仁・和崎春日と共編著）世界思

想社、323 ページ
６　  2002 年１月　  『エスノグラフィー・ガイドブック―現代世界を複眼でみる』（川

田牧人と共編著）嵯峨野書院、320 ページ
７　  2002 年４月　  『現代アフリカの社会変動―ことばと文化の動態観察』（宮本正興

と共編著）人文書院、441 ページ
８　  2002 年８月　  『日常的実践のエスノグラフィ―語り・コミュニティ・アイデンティ

ティ（田邊繁治と共編著）世界思想社、 372 ページ
９　  2003 年８月　  『観光と環境の社会学』（古川彰と共編著）新曜社、 216 ページ
10　  2003 年 12 月　  『呪医の末裔―東アフリカ・オデニョ一族の二○世紀』講談社、 

286 ページ
11　  2006 年 11 月　  『ミクロ人類学の実践―エイジェンシー /ネットワーク・身体』（田

中雅一と共編著）世界思想社、466 ページ
12　  2009 年１月　  『文化人類学事典』（編集委員長）丸善、833 ページ
13　  2009 年６月　  『日常人類学宣言―生活世界の深層へ /から』世界思想社、352ペー

ジ
14　  2012 年７月　  『ケニアを知るための 55 章』（津田みわと共編著）明石書店、376

ページ
15　  2013 年８月　  『コリアンディアスポラと東アジア社会』（鄭根植と共編著）京都大

学学術出版会、316 ページ
16　  2014 年３月　  『アフリカ社会を学ぶ人のために』（編著）世界思想社、 320 ページ
16　  2016 年３月　  （野元美佐と共編）『アフリカ潜在力シリーズ第 1巻 紛争をおさめ

る文化―不完全性とブリコラージュの実践』京都大学学術出版会、
406 ページ

17　  2017 年２月　  African Virtues in the Pursuit of Conviviality: Exploring Local 
Solutions in Light of Global Prescriptions, Gebre Yntiso, Itaru 
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Ohta and Motoji Matsuda eds., Langaa RPCIG, Bamenda, 
Cameroon, pp432

18　  2018 年 11 月　  『改訂新版　新書アフリカ史』（宮本正興と共編著）講談社、784 ペー
ジ

19　  2020 年２月　    The Challenge of African Potentials: Conviviality, Informality 
and Futurity,  Yaw Ofosu-Kusi & Motoji Matsuda eds., Langaa 
RPCIG, Bamenda, Cameroon, pp276

20　  2021 年２月　  （予定）『集合的創造性―コンヴィヴィアルな人間学のために』（編
著）世界思想社

21　  2021 年３月　  （予定）『都市・抵抗・共同性―日常的実践の社会人間学』（阿部利
洋・井戸聡・大野哲也・野村明宏・松浦雄介と共編著）山代出版
印刷部

22　  2021 年 3 月　  （予定）African Potentials Series vol.1-vol.7 （シリーズ編集）
Langaa RPCIG, 
Bamenda, Cameroon
Endo, E., Ato K. Onoma and M. Neocosmos eds., Volume 1 
African Politics of
Survival: Extraversion and Informality in the Contemporary 
World
Yamada, Y., A. Takada and Shose Kessi eds., Volume 2 
Knowledge, Education and Social Structure in Africa
Ochiai, T., M. Hirano Nomoto and D.E. Agbiboa eds., Volume 3 
People, Predicaments and Potentials in Africa
Takahashi, M., S. Oyama and Herinjatovo A. Ramiarison, 
Volume 4 Development
and Subsistence in Globalising Africa: Beyond the Dichotomy
Takemura, K. and F. Nyamnjoh eds., Volume 5 Dynamism in 
African Languages
and Literature: Towards Conceptualisation of African Potentials

論文
１　  1982 年 10 月　  「ナイロビにおける出稼ぎ民居住区の形成過程―その母村と都市コ

ロニーとの関係」『季刊人類学』13 巻 3 号、3-47 ページ
２　  1983 年 5 月　  「アフリカ都市出稼ぎ民の再部族化現象―ナイロビのマラゴリ人出

稼ぎ民の事例から」『アフリカ研究』第 23 号、1-33 ページ
３　  1984 年９月　  「アフリカの都市と農村―ケニアの都市農村関係を理解するため

に」『国際農林業協力』第 7巻２号、71-77 ページ
４　  1984 年 10 月　  「浜の開発―村主導の開発をめぐる二つの論理」鳥越皓之・嘉田由

紀子編『水と人の環境史』御茶ノ水書房、123-161 ページ
５　  1984 年 12 月　  “Urbanization and Adaptation: A Reorganization Process of 

Social Relations among the Maragoli Migrants in their Urban 
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Colony”, Kangemi, Nairobi, Kenya, African Study Monographs, 
vol.5, Centre for African Area Studies, Kyoto University, pp1-48

６　  1985 年２月　  「アーバン・エスニシティ論構築のための一試論」『ソシオロジ』
第 29 巻 3 号、33-55 ページ

７　  1985 年 12 月　  「アフリカ都市における伝統の非連続生」『人文研究』第 37 巻 2 号、
大阪市立大学文学部、79-112 ページ

８　  1986 年 12 月　  「生活環境主義における知識と認識」『人文研究』第 38 巻 11 号、
大阪市立大学文学部、713-721 ページ

９　  1987 年 10 月　  「都市人類学」米山俊直・祖父江孝男・野口隆編『（新版）文化人
類学事典』ぎょうせい出版、312-324 ページ

10　  1988 年 12 月　  「ある一族の移住史―アフリカにおける民族生成の多元的メカニズ
ム」『人文研究』第 40 巻 9 号、大阪市立大学文学部、639-667 ペー
ジ

11　  1989 年３月　  「必然から便宜へ―生活環境主義の認識論」鳥越皓之編『環境問題
の社会理論』御茶ノ水書房、93-132 ページ

12　  1989 年９月　  「フィールドワーク再考―フィールド理解の非定型化のための一試
論」『季刊人類学』20 巻 3 号、4-33 ページ

13　  1989 年 10 月　  「語りの意味から操りの力へ―西ケニアのフィールドワークから」
田邊繁治編『人類学的認識の冒険―イデオロギーとプラクティス』
同文館

14　  1990 年２月　  「拘束と創造―アフリカ都市出稼ぎ民形成のダイナミズム：ケニア、
マラゴリ人の場合」『歴史学研究』第 612 号、31-43 ページ

15　  1990 年９月　  “A Formation Process of Urban Colony of the Maragoli Migrants 
in Kangemi, Nairobi”, African Urban Studies vol.1, ILCAA, pp1-
37

16　  1990 年 12 月　  「伝統の生成、氾濫そして反逆」『人文研究』第 42 巻 6 号、大阪市
立大学文学部、31-43 ページ

17　  1991 年１月　  「意味と力の弁証法―マラゴリ人の都市死者祈念儀礼をめぐって」
谷泰編『文化を読むーフィールドとテキストのあいだで』人文書院、
125-161 ページ

18　  1991 年２月　  「方法としてのフィールドワーク」米山俊直・谷泰編『文化人類学
を学ぶ人のために』世界思想社、32-45 ページ

19　  1992 年３月　  “Soft Resistance of the Everyday Life: A Life Strategy of the 
Maragoli Migrants in Kangemi, Nairobi”,  Senri Ethnological 
Studies no.31, National Museum of Ethnology, pp1-82

20　  1992 年６月　  「民族再考―近代の人間分節の魔法」『インパクション』インパク
ト出版会

21　  1993 年２月　  “Urban Tradition as a Creative Process in Africa”, Cohen.A.P. & 
K.Fukui eds., Humanising the City? Social Contexts of Urban 
Life at the Turn of the Millennium, Edinburgh University Press, 
pp110-126
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22　  1993 年４月　  「アフリカ社会の形成と展開」杉本尚次・中村泰三編『変動する現
代世界のなりたち』晃洋書房、85-100 ページ

23　  1993 年４月　  「都市と民族形成」（日野舜也と共同執筆）川田順造編『改訂版ア
フリカ論』日本放送出版、87-100

24　  1993 年８月　  「歴史と社会への民衆生活誌的アプローチ」赤阪賢・日野舜也・
宮本正興編『アフリカ研究―ひと・ことば・文化』世界思想社、
198-209 ページ

25　  1993 年 11 月　  「生きる―ことばと文化」吉田昌夫編『 るアフリカ』日本貿易振
興会、33-49 ページ

26　  1994 年３月　  「アフリカ都市生活誌序説―アーバンライフはいかに語られる
か」福井勝義・井上忠司・祖田修編『文化の地平線』世界思想社、
375-392 ページ

27　  1994 年６月　  「意味化の権力、範型化の抵抗―ケニア、オティエノ裁判のもう一
つの構図」『法社会学』46 号、79-85 ページ

28　  1995 年３月　  「人類学における個人、自己、人生 」米山俊直編『現代文化人類
学を学ぶ人のために』世界思想社、186-205 ページ

29　  1995 年９月　  「構造調整期の都市社会―出稼ぎ民コロニーの分散と Uターン現
象」『アフリカ研究』第 47 号、33-49 ページ

30　  1996 年３月　  “Nostalgic Discourse as Soft Resistance: how the Maragoli 
migrants in Nairobi romanticize the yengo（home）”, African 
Urban Studies vol.4, ILCAA, 1-27 ページ

31　  1996 年４月　  「比較社会学のフィールドワーク」須藤健一編『文科系研究者のた
めのフィールドワーク入門』嵯峨野書院、39-46 ページ

32　  1996 年７月　  「都市と文化変容―周縁都市の可能性」『岩波現代社会学講座　第
18 巻 都市と都市化の社会学』岩波書店、171-188 ページ

33　  1996 年 10 月　  「民族におけるファクトとフィクション」磯部卓三・片桐雅隆編
『フィクションとしての社会―社会学の再構成』世界思想社、184-
209 ページ

34　  1996 年 10 月　  「変奏する二つの記憶―韓国人元三菱徴用工被者の戦争の語りか
ら」『インパクション』 99 号、54-63 ページ

35　  1996 年 10 月　  「「人類学の危機」と戦術的リアリズムの可能性」『社会人類学年報』
第 22 巻、23-48 ページ

36　  1997 年１月　  「都市のアナーキーと抵抗の文化」『岩波講座文化人類学　第 6巻 
紛争と政治』岩波書店、95-134 ページ

37　  1997 年３月　  「ナイロビの住民組織―開発戦略と生活戦略」幡谷則子編『発展途
上国の都市住民組織』、アジア経済研究所、27-50 ページ

38　  1997 年９月　  「実践的文化相対主義考―初期アフリカニストの跳躍」『民族学研
究』第 62 巻 2 号、205-226 ページ

39　  1997 年 12 月　  「植民地文化における主体性と暴力―西ケニア、マラゴリ社会の経
験から」山下晋司・山本真鳥編『植民地主義と文化―人類学のパー
スペクティブ』新曜社、276-306 ページ
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40　  1998 年１月　  「国家を実験するアフリカ」『大航海』20 号、78-84 ページ
41　  1998 年２月　  「実践暴力の行方―ケニアと西成の暴動現場から」田中雅一編『暴

力の人類学』京都大学学術出版会、251-276 ページ
42　  1998 年３月　  「フィールドワークをしよう・民族誌を書こう」船曳建夫編『文化

人類学のすすめ』筑摩書房、152-170 ページ
43　  1998 年３月　  「民族紛争の深層―アフリカの場合」原尻英樹編『世界の民族「民

族」形成と近代』 放送大学教育振興会、231-253 ページ
44　  1998 年３月　  「民族対立の社会理論―アフリカ的民族形成の可能性」武内進一

編『現代アフリカの紛争を理解するために』アジア経済研究所、
15-41 ページ

45　  1998 年６月　  「文化・歴史・ナラティブーネグリチュードの彼方の人類学」『現
代思想』6月号、青土社、206-227 ページ

46　  1999 年３月　  「ナイロビにおける住民組織の二つの位相―開発路線と生活路線の
相克」幡谷則子編『発展途上国の都市住民組織―その社会開発に
おける役割』アジア経済研究所、193-235 ページ

47　  1999 年３月　  「近代市民社会とアフリカ―アフリカから何を学ぶか」楠瀬佳子・
洪炯圭編『ひとの数だけ文化がある―第三世界の多様性を知る』
第三書館、3-24 ページ

48　  1999 年５月　  「都市、そして民族の生成」（日野舜也と共著）川田順造編『アフ
リカ入門』新書館、277-292 ページ

49　  1999 年９月　  「西ケニア山村から見た大英帝国―個人史が世界史と交錯すると
き」栗本英世・井野瀬久美恵編『植民地経験―人類学と歴史学か
らのアプローチ』人文書院、197-220 ページ

50　  2000 年１月　  「日常的民族紛争と超民族化現象―ケニアにおける 1997-98 年の民
族間抗争事件から」武内進一編『現代アフリカの紛争―歴史と主体』
アジア経済研究所、55-100 ページ

51　  2000 年２月　  「西ケニアの社会福祉―扶助と排除の政治学」仲村優一・一番ヶ瀬
康子編『世界の社会福祉 第 11 巻 アフリカ、中南米、スペイン』
旬報社、19-42 ページ

52　  2000 年 10 月　   「共同体の正義と和解―過去の償いはいかにして可能か」『現代思
想』28 巻 13 号、122-144 ページ

53　  2001 年３月　  「創発的文化の行方―アフリカの21世紀」『大航海』38号、91-99ペー
ジ

54　  2001 年３月　  “The World of Everyday Life as a Source of Creativity and 
Resistance in Urban Africa”, Kurimoto. E. ed., Rewriting Africa: 
Toward Renaissance or Collapse?　JCAS Symposium series no. 
14, JCAS, pp113-131

55　  2001 年 10 月　  「文化 /人類学―文化解体を超えて」杉島敬志編『人類学的実践の
再構築ポストコローニアル転回以後』世界思想社、123-151 ペー
ジ

56　  2001 年 10 月　  “A Historical Text of Abawanga in Western Kenya”by Josech 
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Okwako　compiled and translated by Matsuda Motoji, 嶋田義仁
編、科学研究費成果報告書『アフリカ伝統王国の研究 2 アフリカ
における伝統王国の社会変化の比較研究』名古屋大学文学研究科
嶋田研究室

57　  2001 年 12 月　  「植民地的主体形成論のために―植民地支配確立期における西ケニ
ア社会の歴史民族誌」『京都社会学年報』第 9号、19-37 頁

58　  2002 年３月　  「国勢調査と民族生成―東アフリカ・ケニアのカレンジン現象をて
がかりに」　青柳真智子編『国勢調査・法制度に見られる人種・民
族分類の比較研究』科学研究費成果報告書、251-266 ページ

59　  2002 年３月　    「和解と語り―南アフリカの真実和解委員会の経験から」小倉充夫
編『南部アフリカにおける地域的再編成と人の移動』科学研究費
成果報告書、149-159 ページ

60　    2002 年 4 月　    「創られた王国の彼方に―西ケニア・ワンガ王国史の歴史語りから」
山路勝彦・田中雅一編『植民地主義と人類学』関西学院大学出版会、
469-489 ページ

61　    2002 年 5 月　    「個人性の社会理論序説―非西欧社会のセルフ像を通して」『現代
社会学フォーラム』世界思想社、33-42 ページ

62　    2003 年 3 月　  「フィールドワークの窮状を超えて」『社会学評論』53-4（212）号、
499-515 ページ

63　    2003 年 3 月　  「法外世界と日常的実践―南アフリカにおける和解と救済を通し
て」『法社会学』58 号、15-28 ページ

64　    2004 年 2 月　  「日常のなかの都市性―あるケニア人一族の 100 年間の都市経験か
ら」関根康正編『〈都市的なるもの〉の現在―文化人類学的考察』
東京大学出版会、241-271 ページ

65　    2004 年 3 月　  「国勢調査と民族生成―ケニア」青柳真智子編『国勢調査の人類学』
古今書院、251-266 ページ

66　    2004 年 9 月　  「変異する共同体」『文化人類学研究』第 69 巻 2 号、247-270 ペー
ジ

67　    2004 年 12 月　  「フィールドワークとリアリティ―東アフリカ都市調査の経験か
ら」『京都社会学年報』第 12 号、1-21 ページ

68　    2005 年 2 月　  「人種的共同性の再評価のためにー黒人性再創造運動の経験から」
竹沢泰子編『人種概念の普遍性を問う―西洋的パラダイムを超え
て』人文書院、390-414 ページ

69　    2005 年 4 月　  「都市性への挑戦―『貧困の文化』から学ぶ」山下晋司編『文化人
類学―古典と現代をつなぐ 20 のモデル』弘文堂、191-205 ページ

70　    2005 年 6 月　  “Recapturing the city: Everyday life Practices of Maragoli 
migrants in Nairobi”, A. Tanabe ed., Dislocating Nation-States: 
Globalization in Asia and Africa ed. Kyoto University Press/ 
Trans Pacific Press, pp171-193

71　    2005 年 10 月　  「土地の正しい所有者は誰か―東アフリカ・マサイ人の土地返還要
求運動の事例から」『環境社会学研究』11 号、70-89 ページ
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